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区議会レポート

　寒さ厳しき折、皆様、お元気でお過ごしでいらっしゃいますでしょうか。外出する際には、首元を温かくして、で
きればお帽子も。帽子とマフラーセットでお外に出ると心も身体も温まりますね。
　長谷川たかこは、今年も『本当に必要な所へ支援が行き届く社会』を全力で構築していきます。

長谷川たかこの政策提言が全国トップレベルの取り組みとして進んでいます!

第５回 最優秀政策提言賞

マニフェスト大賞 優秀政策提言賞第12回

◆出産後、お母さんの身体の負担はピークに！
　出産後は母体の出血，感染、鬱などの発症率が高く、産後の
身体の回復は平均して6週間かかることが分かっています。こ
の期間は妊娠中に胎盤から分泌されていたホルモンが急激に
減少することにより、心理状態の変化が最も大きく、育児に不
安を持つのもこの時期が一番多いと言われています。出産後
の女性は、心身や生活そのものが大きく変化するため、出産後
をどのように過ごすかによって、その後の育児や家族の生活
が変わってきます。出産で疲れた体をほとんど労わることが
ないまま、お母さんたちは24時間の育児が始まります。出産直
後からはじまる2～3時間おきの授乳や抱っこ。出産で疲労し
た身体を十分に労わらずに赤ちゃんのお世話を24時間続け、
育児に不安を抱きながら心身のバランスを崩してしまうお母
さんたちが多くいるのが現状です。

◆出産はゴールではない。　
　出産直後からのケアを厚くし、直後から始まる育児のサ
ポートも重要です。お母さんの心に余裕がないと、愛情深く忍
耐強い育児はできません。子育ての第一歩をストレスフルな
状況で過ごすことは、産後うつや児童虐待につながる可能性
がとても高くなります。

◆育児のスタートアップ期に
　母子ともに適切な愛情とケアを！
　出産後、育児のスタートアップ期に母子
ともに適切な愛情とケアを受ければ、母親
に心の余裕が生まれ、赤ちゃんに対する愛
着形成が強く築かれます。
　『母親自身が愛情深く、強い存在』になる
ためにも、産後ケアが必要です！

『母親が愛情深く、強い存在になる』
子育て環境をつくるには

おかげさまで子ども達はすくすく育っています。

産後ケア施設の内部（上）と食事（右）

「行政街づくりへのユニバーサルデザインの導入」
「生きづらさを抱えた人」に対する支援事業の構築

◆産後ケアってどんな施設？　
　授乳や沐浴の仕方、お母さんの身体の産後のケアなど、お母
さんが帰宅後に自宅で不安なく育児が出来る様、出産後のお
母さんや赤ちゃん、そして家族に対する全面的なサポートを
受けることができる施設です。

◆東京23区中、
　16区で産後ケアの補助をしています。
　例えば、北区、渋谷区、荒川区、豊島区、千葉県我孫子市、松戸
市は、他自治体にある産後ケアを利用できるように補助を
行っています。葛飾区にある産後ケアでは、この近隣自治体か
ら多くのお母さんたちがこの補助を活用し、ケアを受けてい
ます。

◆1日3000円
　松戸市民や豊島区民は、葛飾区の産後ケアを3000円で受け
ることができます。残念なことに足立区では、この産後ケアが
区内には全くなく、近隣自治体にある産後ケアを利用したく
てもそれに対する補助もありません。
　出産を経験する足立区民が、区外の産後ケアの支援を十分
に受けることができるよう整備していきたいと思います。

早稲田大学
マニフェスト研究所 

第13回 優秀政策提言賞ノミネート「妊娠・出産・育児等と働き方の両立支援」
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このレポートは、NPO法人カラーユニバーサルデザイン機構*のアドバイスのもと、色覚の個人差を問わずご覧いただけるようカラーユニバーサルデザインに配慮して作成しました。（ロゴやイラストは対象外）
*カラーユニバーサルデザイン機構（CUDO）とは、色覚バリアフリー/カラーユニバーサルデザインへの配慮を啓発する活動を行うことを目的に2004年に設立されたNPO法人です。

活動や政策の詳細はホームページをご覧ください
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「子育てが楽しい、
楽になった、
もう一人産みたい」

母子の健康と社会復帰を
応援する場所として

　産後のお母さんが、心身を休めて安心してゆっ
たりと育児技術を身に付けることができ、出産後
も自信を持って家庭での育児に臨める環境をこの
足立区で創っていきます。

　出産後の生活や育児に伴う大きな不安を解消
し、母子の健康と社会復帰を応援する場所として、
他区の産後ケアハウスを活用できるよう、利用料
の一部を助成できるよう早急に働きかけます。

議員と子育ての両立を図りながら、足立区に住む全てのお母さんたちが「子育てが楽しい、楽になった、もう一人産みたい」と心か
ら思える子育て支援の構築に向けて、私はこれからも全力を尽くします！

「子育てが楽しい、
楽になった、
もう一人産みたい」

そんな足立区を
つくります。

産後ケアへの提言

出産で体験したこと

　私は2016年第3子の出産をし、2018年の9月に第4子を出産。
2016年の出産直後には、羊水塞栓症と弛緩出血を発症し、4.4ℓ
もの大量出血をおこし、生死の境をさまよいました。『羊水塞栓
症』の発生頻度は、2万人～3万人に1人の割合で非常に珍しいも
ので、発症すると妊婦は60％～80%の確率で死に至ります。年
間、妊産婦は50人程亡くなっていますが、その中で約3分の1が
この病症で死亡しているそうです。
　母体救命搬送により病院に到着した際には、医師から家族に
「死ぬかもしれない」との宣告がありました。すぐに、10人分の
輸血が行われ、EICUの集中治療室で治療を受け、私は高度な医
療技術で命をつないで頂きました。
　そして、第4子となる今回の出産では、分娩後のリスクに即時
対応できる医療機関で出産をしました。第4子の出産では、陣痛
から分娩まで約20時間となる長丁場でしたが、今は『命を懸けて
大きな仕事を果たした』という達成感と自分が生かされている
という『生きていること』に私なりの使命感を感じております。

◆妊娠・出産・子育てで
　最もサポートが不足しているのは、出産後。

　１人の女性が生涯に産む子どもの数を示す合計特殊出生率
を現在1.4から1.8にする目標時期を2025年度としています。
　現在、女性も男女雇用均等法によって社会で活躍するように
なり、第1子を出産する年齢層が高くなりました。就労構造の変
化とそれに伴う出産年齢の高齢化と核家族化が進行する中で、
地域の関係性が希薄化となり、昔のような出産・子育てに対す
る考え方と出産後の母親を取り巻く環境が著しく変化してい
ます。約40年前、高度成長期の日本では男性が外で働き女性は
家を守るという家庭が大半を占めていました。現代社会は、夫
婦共働き、多様なスタイルの家庭がある中で女性が社会進出す
るにつれ初産年齢は高齢化し、祖父母も高齢化し、従来の里帰
りによる祖父母からのサポートも難しくなっています。

　社会のすう勢と自身の体験をふまえて、妊娠、出産、産後の政
策提言をまとめました。ぜひご一読くださいませ。 


